
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帯広市立東小学校 学校だより 

Obihiro Higashi Elementary School    

 

 

 

≪学校教育目標≫ 

家庭・地域と連携・協働し 

未来へ向かってかがやく子どもを育てる 

令和７年 9月 １９日  № １８ 

文責 辻  勝 行 

文責 辻  勝 行 

 

 

 

東小ＨＰ

            

 

 

 

 
  
 
  
 
  
 
  
 
  

2025 カルビーポテトカップ 

優 勝  

 

 

 
                             
第 11回「JCカップ」 

U-11少年少女サッカー大会北海道地区予選会 

第４位 帯 広 東 F C    

 

 

     

9/17（水） 校内授業研究（３年 笹川  教諭） 

 

9/1７（水） 帯広市教育研究所 研究実践協力校に係わる研修会 

 

東の子の活躍 

 

 

 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
日本教育公務員弘済会北海道支部様

より教育研究実践校表彰をいただきま
した。ありがとうございました。 

 

お茶の水女子大学付属小学校教諭 久下谷 明氏による模範授業（５年 算数「数と計算」）と講演会の様子です。 
 

 

自分の考えをもとに 
周りの人と共に答えを導き出しています。 
 

 

図や式を関連づけながら、 
自分の考えを発表しています。 
 

 

本校職員の他、翔陽中エリア
（帯小・柏小・光南小・翔陽中）の先生
方にもご参加いただきました。 
 

 

今年度、本校は帯広市教育研究所研究実践協力校の指定を受け、研究と授業づくり
に取り組んでいます。１７日（水）には、お茶の水女子大学付属小学校教諭 久下谷 明
氏を講師に迎え、研修会が行われました。模範授業（５年）では、台形机の台数から座れ
る人数を考えることを題材に、式と図を関連づけながら一般化を図る活動を、その後
の講演では、大切にしたい・意識したい授業づくりの観点や数学的活動を「自分で考え
る、ともに考える、そして自分で考える」ことをコンセプトに身に付けさせることをご講
演いただきました。１１月の実践発表会に向け、更に研究を進めてまいります。 
 

 

１７日（水）、笹川教諭（３年）による授業研究を行いました。「１６０００について、いろいろな表し方を考え、言葉や式で表す」ことをテ
ーマに、自分の考えを発信する手立てとしてＩＣＴ（オクリンクプラス）を活用し、学習内容の定着と多面的な考え方の広がりを目指した授業
を展開しました。午後に行われた久下谷氏の研修会の中で、授業についてのフィードバックをいただきました。 
 

 


